
令和４年度 学校自己評価シート（中間評価） 上田市立川辺小学校

Ａ：達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：やや達成できなかった Ｄ：達成できなかった
学 校 教 育 目 標 重点目標（中期目標） 今年度の重点 総合評価

深く考え取り組む子ども（知） ・学校長の理念である「 7 誰一人取り残すことのない、安心感のある学校づく
たくましく かしこい子どもの育成 ⇒ かんがえよう 一 人 ひ と り の 子 ど も の りを目 指して～「予測困難な時代」を、共にたくましく生き抜く子どもたち

思いやりのある子ども（徳） よ さ に 目 を 向 け 、 学 び を育てるために ～」を全職員が意識し、特別な配慮の必要な児童について適
⇒ つなげよう を高める授業づくり 応支援委員会で共 通理解を図ったり学校不適応児童を全校体制で支援したり

健康でがんばりのきく子ども（体） してきている
⇒ きたえよう ・学級閉鎖や長期欠席児童にタブレット端末を活用したオンライン学習を進め

ること ができてきている。
・「評価Ｃ」の項目について、コロナ感染（警戒レベル等）の状況を見ながら
ではある が、活動を工夫して進めていきたい。

分 野 評 価 項 目 評 価 の 観 点
評 価

中 間 評 価Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
学 誰 一 人 取 り 残 す こ と の な い 、 ど の 子に 対し ても個 別最適 な学び ・算数では、スモールステップで困難を小さくしたり、合同な図形では、一人一人が合同な図
級 安 心 感 の あ る 学 校 づ く り を 目 の 方 法と 学び の場を 考え、 子ども 〇 形を手元に置き、重ねたり裏返したりしながら合同かどうかを確かめることができた。しか
経 指して た ち の個 性を 最大限 に引き 出し、 し、まだまだ最適な学びとはなっていません…。
営 ～ 「 予 測 困 難 な 時 代 」 を 、 共 主 体 的な 学び を支援 するこ とがで ・意識はしているが、実際の所、まだまだ。
に た く ま し く 生 き 抜 く 子 ど も きたか。 ・不適応児童に対する支援について、特別支援級の先生方にも協力していただきながら、校内
たちを育てるために～」 支援委員会や保護者との支援会議を開いて、児童に合った支援を考えてきた。まだまだ、落

ち着かないときもあるので、今後はスクールカウンセラーなどの外部機関とも連携して支援
していきたい。

・どの子にも個別最適な学習とはいえないこともあった。が、理科室に来てくれた児童には最
大限見たり聞いたり触ったりして理科的な現象に触れられるよう心がけた。

・どの授業も個別最適を目指していると、限界がきてしまう。一斉授業の内容や質を見直し、
授業の中で児童たちが学びを高め合えるような授業を目指したい。

・適応支援委員会が毎月開かれ、「共通支援を必要とする児童」の資料を基に現状の確認と今
後の対応を話し合うことができ良かった。

教 地 域 と 連 携 し た 教 育 課 程 づ く 地域の素材・人材の参画を図った ・コロナ禍でなかなか連携したくてもできない状況である。
育
り

活動ができたか。 〇 ・地域の方との交流はできず、地域の素材といっても大豆のみです。
課 chromebook や ICT 機器の活用 chromebook や ICT 機器を活用した授 ・デジタル教科書を使って資料を提示したり、俳句の作品カードや調べ学習のまとめ、本の紹
程 業づくりに取り組むことができた 〇 介などに chromebook を活用した

か。 ・児童がなかよし学級にクロムブックを持ってきて、学習に取り組むことが増えてきた。なか
よし学級でも教科学習や自立活動で利用できるようにしていきたい。

・クロームブックを使って、国語や図画工作などの場面で GOOGLE ツール（ジャムボード、ス
ライド、フォームなど）を活用できた。

・ chromebook を用いて天気の変化（ 5 年）人の体とはたらき（ 6 年）の学習を行った。気象庁の
ホームページを見たり、体のことで疑問に思うことを各自調べたりすることができた。

教 ・あさがおの観察、学習の振り返りアンケート等に使ってきた。２学期はもう少し、授業でも
育 取り入れていきたい。
活 ・クロームブックのデジタル教科書を使い、国語の読解学習を行った。
動

最後まで話を聞く
発 表 者の 考え をしっ かりと 聞き取 ・聞く姿勢、目線、最後まで聞くことを大切に指導してきた。途中でしゃべってしまうことは
る た めに 、視 線を向 け、静 かに聞 〇 まだあるが、自分で気づいて姿勢を正したり、静かにしたりすることができるようになって

か く よ うに 指導 や支援 をする ことが きた。
ん できたか。 ・ 4 月の段階で、発表する人は、聞く人の姿勢ができてから話すというルールを学級全体で確
が 自分の考えをもち、書く わ か った こと ・気が つい たこと ・

〇
認してきた。

え 思 っ たこ とを 書く時 間を 確保で き ・子どもたちが発言するときに、目と心を向けるように促すよう心がけた。自分の考えを言葉
よ たか。 にして伝える場を確保するために、全体の場だけではなくペアや少人数で気軽に意見交換で
う
進んで伝え合う（発表・表現）

子 ど もた ちが 意見を 出し 合う時 間
○

きる場を作るようにした。
を確保していたか。 ・発言を聞かずに私語をする人がいるときには、発言者がどのような気持ちかを伝える場面を

一人ひとりが追究し、
一 人 ひと りが 見通し を持っ て追究 つくった。次第に私語が減っていった。また、子どもたちはこちらの言葉も聞いているがそ

学習したことをふり返る
が で きる よう に、ね らいを 明確に れ以上に視線や動きをそれとなく感じ取っているように思うことことから、落ち着かせたい
し た 授業 を心 がけ、 学習の ふり返 〇 ときにはこちらが小声で短い指示や発問、いろいろな意見を出してほしいときには私が間違
り を 終末 場面 に位置 づける ことが えて見せたりなど、あってほしい姿をこちらから発信するようにしている。
できたか。 ・授業の終末で、振り返りの時間を意識的に確保するようにしてきたが、 1 年生という発達段

階で、「書く」ことは、難しかった。」
・ふり返りの時間の確保に心がけた。ノートに記入するときには、どう表現しようかとじっく
り考える姿が多かった。ふり返りを全体共有する時間はなかなかとれないが、どうすべきか
迷っている。

・一部の児童に積極的な姿が見られた。クラス全体へと広がって行くように支援していきたい。
・教師の一方的な指示伝達が多くなり、児童たちどうしお互いに考えを聴き合う機会が減って
いる。

・コロナ禍で表現活動もずいぶん制限されてしまっているのが残念である。
・学習のまとめとしてのふり返りを十分に行うことができなかった。全体での本時の学びと、
個々の本時の学び両方のふり返りを大切にしていきたい。

・授業ごとにその時間にやる活動内容をしっかり板書し、学習課題を提示することにより、児
童は明確に見通しをもつことができる。

・学習の振り返りを終末場面で位置付けられるよう意識はしたが、実際は時間がなくなってし
まい振り返りが出来ないこともあった。また、「楽しかった」のような感想になってしまう
こともあったので、その時間に何を学んだのかなど少し具体的な振り返りを子どもたちが出
来るような言葉がけを考えていきたい。

・川辺小スタンダードを意識したい。



日 常 的な 声が けや児 童会活 動によ ・挨拶は担任から進んで行うように心がけた。自ら挨拶ができた子を褒め、良い姿はクラスに

心 を こ め た 明 る く 元 気 な あ い
り 、 あい さつ のよさ を自覚 させな 広がるように認めたり広めたりした。

さつ
が ら 、積 極的 にあい さつを しよう 〇 ・あいさつについては、教室に来たときと帰るときに、どの子にも顔を見てあいさつをの声を

つ とするよう働きかけたか。 かけるように心がけてきた。子どもたちが、どんな気持ちで教室にやってきたかを感じるこ
な とができた。帰るときに、うれしそうな表情を見られると、いい１時間が過ごせたと実感で
げ 全 校 音楽 、学 年音楽 、音楽 会で歌 きた。これからも続けていきたい。
よ

ひびく歌声
う 時 間を 設け 、子ど もたち が共に ・昨年度までの全校での取り組みの成果が出ており、全体的に見ればよい挨拶ができているよ

う 声 を 合わ せて 歌うよ さや楽 しさを 〇 うに思える。自分から積極的に挨拶できればよいが、他者から挨拶された時に返答できる姿
感じるようにしたか。 もしっかりと評価していきたい。

相 手 の 気 持 ち に 近 づ い た 考 え
自分や友達のよさを大切にするよ ・子どもたちが何かをしてくれたときに「ありがとう」と声をかけることを大切にした。子ど

や思いやりのある行動
う、日常の様々な事象をもとに、 もたちのよい行動については、その時に声をかけたり、さりげなく紹介するようにした。
子どもたちに考え行動するよう働 〇 ・児童が登校してくる時間には、なるべく教室にいるようにし、一人一人に挨拶をした。元気
きかけたか。 に大きな声で挨拶をしてくる児童に、「素敵な挨拶ありがとう。」と返すと、挨拶をする児童

が増えた。
・友だちからのあいさつを返すことができない場面が目立つ。 2 学期は、自分からあいさつに
プラスして、あいさつを返すことに重点をおきたい。

・クラスの中では歌をうたう時間はあまり作れなかった。２学期は音楽会があるので、コロナ
の状況を見ながらクラスの中でも歌をうたう時間を作りたい。

・教室での歌唱ができなかった。それでも、合唱部の練習・コンクールでの素晴らしい活躍に
触発されて、合唱部入部児童が多かった。この雰囲気をぜひ全校に広げていきたい。

・コロナ禍で、歌うことが制限されてしまっていることが残念ではあるが、日々声を響かせる
ことによって育つ力・豊かな感性を今後も大切にしていきたい。

・子ども同士のトラブルがあった時には、自分の言動や相手の気持ち等を振り返ることができ
るように、声かけをした。
子ども達の良い姿は、その場で取り上げ、他の子達にも紹介した。

・１年生からの継続だと思うが、帰りの会で友だちのよいところを発表する児童がと ても多
い。引き続き、友だちの良さを大切にできるような時間を設けていきたい。

・ 帰りの会に子どもたち同士で見つけたお互いのいい姿を発表する場面を設定した。帰りの
会の時間がおすことが多いので、タイムマネジメントを大切にしたい。

・友達のよさについては、特に掃除の際に、自分の決めた作業を黙々と行う子どもたちに大い
に助けられた。その姿を見るにつけ、自分の手を抜こうとしているところを反省し、自ら仕
事を探しその場をきれいにしようとする事ができた。そのことを小声でつぶやくことでどの
子にも少しずつ掃除をすることの気持ちよさが浸透していくように心がけた。（心を込めた
掃除、にもつながるでしょうか））

・教師が児童たちのよき模範となるように、日々人権感覚を正しくもち更新し、児童と接する
ことが肝要である。

・日頃から、相手の気持ちや物を大切にすることを伝えてきたが、我慢ができなくて人や物を
傷つけてしまうことがあるので、やってしまった後の振り返りを大切にしていきたい。

外で元気に体を動かす
外へ出て元気に体を動かすよう、 ・コロナや日中の気温で、外遊びが制限されることもあったが、外遊びをしている児童は大勢
遊び時間や朝活動などで運動時間 ○ いるように感じる。
を確保しているか。 ・外遊びが好きで、晴れの日は校庭で元気よく遊んでいる子どもたちの姿が見られた。

食 育 を 通 し て 、 給 食 を バ ラ ン
食 育 を通 し、 自校給 食のよ さや感 また、休み時間に体育館が使える日はクラス全員で体育館に行き、遊べた。

ス良く味わって食べる
謝 を 持ち 、子 どもた ちがそ れぞれ 〇 ・朝の時間に体育館が空いているときは、学級みんなでレクリエーションなどをしてクラスの

き の 食 べら れる 量の中 でバラ ンス良 仲を深める時間をとった。
た く味わって食べるよう工夫したか。 ・苦手な食べ物でも、全て残すのではなく、少しでも食べてもらえるように声がけを続けてき
え 規則正しい生活 教 師 も子 ども も授業 開始や 授業の た。いつもではないが、声がけによって食べてもらえることもあった。
よ 終了時刻などを守るようにしたか。 〇 ・自分が食べられる量を考え、残さずに食べられるようにしてきた。苦手な物にも一口は挑戦
う

共に鍛える

全 校 体育 、運 動会を 通して 、なか し、食べられた達成感を味わえるようにした。
ま と の 共同の 喜びや 達成 感を得 さ ・あらかじめ、自分が食べられそうな量になるように調節し、できるだけ食べきることができ
せることができたか。（「自己評価 〇 るように指導した。給食室で一生懸命調理員の先生方が給食を作ってくださっているところ
カード」で振り返りを行う。） を見た子どもたちは、給食中に調理員さんのことを考えながら食べる姿も見られた。
ス モ ール ステ ップ学 習やド リル学 ・授業の終了時刻に気をつけ、特にわくわくタイムを確保するようにした。

基礎学力の定着 習 の 継続 など 、基礎 事項の 定着を 〇 ・原則、４５分間の学習習慣を大切にしたい。
行っていたか。 ・授業の始業・終業のあいさつの意義について考えてから、こどもたちのあいさつへの意識は

高まったが、チャイムがなったときには静かに着席している姿を目指して指導していきたい。
・コロナ禍でじゅうぶんな活動はできなかったが、運動会が開催でき、共同での喜びや達成感
は全校で味わうことができた。

・授業開始はゆったりと。多少遅かったりトイレに行きたい人がいたりしても大目に見た。２
時間連続の５分休みはきっちりとり、授業終了も時間通りか少し早めに終わらせた。授業時
間を延ばすよりも集中力が続く中身の濃い数分間を大事にするよう心がけた。

・チャイム着席を大事なルールとして位置づけ、取り組んで来た。成果も見られた。
・コロナ禍で様々な活動が制限されている中だからこそ、今は基礎学力の定着には十分な時間
をかけていくようにしたい。

・漢字テストや計算ドリルなど、毎時間取り組ませたいと考えていたが、時間がとれなかった。
時間の確保を工夫したい。

・算数の授業では、前時の復習の時間やその時間で使う既習事項を確認する時間をとるように
した。



生 安心・安全な学校生活 学 校 のき まり やマナ ーを守 って生 〇 ・学校のきまりはなぜあるのか、子ども達自身が考えられるように声がけをした。
徒 活するように働きかけたか。 ・廊下歩行については、引き続き啓発していきたい。
指 「 も くも くタ イム」 を通し て、心 ・無言清掃の意識が学年全体に低い。
導 心を込めた掃除 を 込 めた 掃除 を行い 、学校 や教室 ○ ・概ねよいが、学年やクラスによって指導に差があるように感じる。

の環境整備ができたか。 ・担任は、教室整備を心がけた。清掃は、まだまだ話をしながら行っている児童が多いため、
２学期は静かに進んで清掃ができるよう声掛けをしていきたい。

保 家 庭 学習 の習 慣化や 学習 内容の 定 ・学生ボランティアが有効的に機能している。
護
家庭学習の充実

着 ・ 意欲 の向 上を図 る働 きかけ が ・これからも PTA の皆さんに感謝の気持ちを忘れずに、会議・活動等を行っていこうと思う。
学 者 できたか。 ・職員会で今以上に児童理解の時間をとれるようにしたい。
校 と ・やきいもころりんさんの読み聞かせは子どもたちも楽しんで聞いており、 PTA の方々の支援
運 の 学 校 はＰ ＴＡ やボラ ンティ アとの がありがたいなと感じた。また、今年は初任者研修が多いので、この機会に自己研鑽に努め
営 連 Ｐ Ｔ Ａ や ボ ラ ン テ ィ ア と の 連 連携を行っているか。 〇 ていきたい。

携 携 ・やきいもころりんの読み聞かせは、子どもたちが興味をもつように工夫・練習されていて素
晴らしい。大変ありがたい。

研 児童理解・非違行為防止研修 児 童 理解 ・非 違行為 防止等 の研修 ○ ・初任者研修を含め、研修の機会が多くあった。２学期も研修を実践に活かしていきたい。
修 を行い、自己研鑽に努めたか。


